
  

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２号 H16.11 月発行 

発行：宮城県石巻港湾事務所 
〒986-0845 石巻市中島町 17 番 2 号 

          TEL0225-95-6271 
        FAX0225-95-6273 

早いもので今年も１１月、事務所の中間評価

をお知らせしたいと思います。 

  事務所の重点的な取り組みとして（１）雲雀

野地区の整備の促進（２）改正ＳＯＬＡＳ条約

に基づく埠頭管理の徹底と運用規程の策定、保

安体制の構築（３）石巻港港湾計画策定に伴う

地元意見の反映の場としての「みなとづくり懇

談会の開催と運営」等それぞれに、使命達成に

向けた施策を今年度実施することとしました。

 これら目標を年度途中と言うことで中間評価

をしてみると、年度当初から進行管理に努力を

傾注した結果、－１３ｍ岸壁の完成に伴う背後

用地の整備が予定どおり進捗するとともに、釜

港及び南浜に引き続く、雲雀野地区の埠頭保安

施設の整備についても年度末完成が見込まれる

ところまで到達するなど厳しいタイムスケジュ

ールの中ではありましたが、予定どおり進捗し

たものと考えております。また、港湾計画改訂

に伴う「石巻港みなとづくり懇談会」も既に２

回開催して、改訂のための貴重な意見を頂くこ

とができたと考えております。 

 残すところ後４ヶ月、平成１６年度も後半に

入っており、仕上げの時期に入りましたが、気

を引き締めて全職員で課題解決に努力すること

にしておりますので、皆様の御協力をお願いし

ます。 

石巻港湾事務所長  角 田  茂 
 

雲雀野地区の状況 

ソーラス条約の施行によって立ち入りが 
制限された釜地区 

中島埠頭 南浜埠頭 



 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外航船：外国航路を航行する船 

内航船：内国航路を航行する船 

西浜地区の臨港

道路西海岸線では

年に数回波が防波

堤を越え、背後の道

路に水溜まりが出

来て通行止めにな

ることがあります。

通行止めになる日

は台風が上陸して

いる日だけではな 
く、気象･海象条件によっては晴天の日に越波する

こともあります。現地には迂回路がありますので通

行止めの際には、そちらをご利用願います。 
なお、当所では波高・風向及び波の周期等を勘案し、

越波を定量的に把握できないか調査検討していきた

いと考えています。 

晴天の日の越波状況 

「人、物の出入りを的確に把握する国境

管理が港を守る機関の責務である。情報

を共有しながら保安体制の整備を図りた

い。」委員長の港湾事務所長挨拶から。 

本年７月１日から石巻港の保安対策が施

行され４ヶ月が経過しました。 
幸いにも今日まで緊迫する事態も無く、対

策以前に見られた関係者以外の港内立入、

ゴミの不法投棄がなくなる等の効果も出て

います。 
 一方で、残念な事に一部フェンスへの悪

戯や破損行為が発生しています。 
 
※ 港湾施設利用者の皆様へのお願い。 

保安対策への御理解をいただき、不審者・不

審物等の監視に一層御協力をお願いします。 

石巻港の総合的な保安対策を強化する

ため、去る１０月８日港湾事務所・海上

保安署・警察署・税関のほか民間企業を

加えた２５団体で構成する「石巻港保安

委員会」が発足しました。初会合では、

関係機関・団体で連携を図りテロの防止

に努めることで合意しました。また、テ

ロ行為を想定した訓練も予定しており、

日程等詳細については、今後小委員会に

おいて企画していくこととなりました。 
 

（単位：隻） 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 計 前年比

外航船 48 50 62 50 67 48 50 47 45 467 108.9%

内航船 546 470 479 445 454 414 545 555 561 4,469 97.1%

計 594 520 541 495 521 462 595 602 606 4,936 98.1%

平成１６年



展望タワー,

98

小高い丘,

52

簡易な展望

施設, 18

スポーツ公園・広場の中に望む施設 

平成 16 年 11 月 10 日(水)に石巻

港の将来計画について地元の意見を

伺う「石巻港みなとづくり懇談会」

を開催しました。今回は前回の懇談

会等で各委員から出された石巻港へ

の要請や課題を整理し、これらをも

とに作成した石巻港整備の基本方向

を示して御意見を伺いました。 

主な意見としては、雲雀野地区の

早期整備や物流機能の強化、特に長

周期波対策として防波堤延伸整備の

要望が出されました。その他、市民

との交流の場としての公園整備、内

港地区から雲雀野地区までの「水と

緑のネットワーク形成」については

細い遊歩道だけでなく駐車場及びに

ぎわい市の開催スペースの確保につ

いても検討して欲しいとの意見もあ

りました。更には、将来開発ゾーン

の具体的な姿を求める意見が出され

ました。又、新たに基本的な整備の

方向に「産業活動を支え、地域経済

や市民生活の安定・向上に貢献する

石巻港の姿を知って貰いながら、実

際に企業誘致に役立つ内容」を視点

にした「港のＰＲ」を追加すること

としました。 

討議を通じて、地域の要望・意見

が具体的に反映された港湾計画に是

非して欲しいとの熱い期待・要望が

今回も数多く寄せられました。 

当事務所としても、これら意見を

とり纏め、前回同様、「第３回石巻港

整備構想検討委員会」の検討に反映

させるよう最大限努力することを約

束し閉会致しました。 

次回「第三回みなとづくり懇談会」

開催は一月中に開催する予定です。
 

さまざまな分野の方々から 
たくさんの御意見をいただきました。 

懇
談
会
の
様
子 

Ｑ．今後、石巻港に公園等を整備していく

上で、どのような施設を希望されますか？ 

10 月 24 日に開催された「石巻港

港湾感謝祭」にご来場いただいた皆

様に石巻港の将来計画に関するアン

ケートを行いました。 
 

展望施設として望む施設 

テニスコート,

20

サッカー場,

20

野球場, 38

芝生広場,

112

アスレチック

広場, 71

バレーコート,

7
スケートボー

ド場, 8

ラグビー場, 5バスケット

コート, 8

ゲートボール

場, 18



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図番号 所  在  地 全 体 面 積 備 考（売却条件等） 

Ａ 石巻市西浜町 約 ８５,０００㎡ 
Ｂ 矢本町大曲 約 ６０,０００㎡ 

当所港政班にご相談ください。 

Ｃ 石巻市潮見町（雲雀野Ｆ区） 約２５８,０００㎡ 近日中に分譲の公募予定です。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石巻港に売却できる県有地（工業用地）は、下記のとおり３ヵ所あり、いずれも

一部（分割して）売却が可能です。 
詳 し く は 、 石 巻 港 湾 事 務 所 港 政 班 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

（TEL0225-95-6272） 

Ａ 
Ｂ 

Ｃ 

県内の経済状態が低迷している状況を踏まえて、当事務所が施行する工事につい

ては、県内雇用の状況を直接的に把握するため、試行として「宮城県産品等使用計

画書」を提出していただくこととしました。これは県産品の使用状況を把握すると

ともに、使用努力の範囲内で県産品の使用を推進していくことを目的としたもので

す。 
工事請負者の皆様には、県内雇用状況等をお尋ねする場合がありますので、その

節はよろしくお願いします。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石巻港の果たす役割を広く知ってもらうことを目的

とした「第３回港湾感謝祭」（実行委員会主催）が、去

る１０月２４日（日）同港大手埠頭を主会場に開かれま

した。今年は石巻港が重要港湾に指定されて４０周年に

当たり、目玉として塩釜海上保安部の大型巡視船「ざお

う」が来港し、船内を無料で公開されました。ほかにも

港内の周遊体験や立地企業等のパネル展示など盛りだ

くさんのイベントが行われ、約１万２０００人余りの入

場者で賑わいました。 

開始前にセレモニー 

去る１０月１２日、立地企業や団体などの会員及び工

事関係事業所約１００名が３班に分かれて臨港道路（釜

中線・東１号線、東海岸線、西海岸線）を中心に恒例の

清掃活動を行いました。今回から国の塩釜港湾・空港整

備事務所と石巻市からも数名参加し、ゴミの不法投棄の

防止を呼びかけました。 

会
場
の
様
子 

宮
城
県
の
ブ
ー
ス 

巡
視
船
ざ
お
う 

清掃の様子 

マナーを大切に！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

問い合わせ先 宮城県石巻港湾事務所 
〒986-0845 石巻市中島町 17 番 2 号 

                TEL0225-95-6271 
                FAX0225-95-6273 
    E-mail    iskown@pref.miyagi.jp 
 

当所のホームページでも、いろいろな情報を掲載しており

ますので、是非そちらもご覧ください。 
ホームページ http://www.pref.miyagi.jp/is-kouwan/ 

９月２９日～１０月１日の３日間、

石巻高等技術専門校の授業の一環と

して、構内の除草をはじめ、生垣や松

の剪定が行われ、事務所内も生き生き

と明るくなりました。 

「ひばりの通信」が新聞に掲載

９月発行の創刊号が、９月１４日

付けの石巻日日新聞に掲載され、編

集委員はもとより職員一同がますま

す港湾行政のＰＲに奮起していま

す。 
 

剪
定
作
業
の
状
況 

９月１１日（土）、宮城県教育委員会所属の海洋

総合実習船「宮城丸」（総トン数６５０トン）が、

石巻港南浜埠頭（大型桟橋）からハワイ沖に向けて

出航しました。 

宮城県水産高等学校・宮城県気仙沼向洋高等学校

の生徒が実習航海する同船は、これまで石巻漁港と

気仙沼港から出航していましたが、今年７月１日か

らスタートした改正 SOLAS 条約の発効により保

安対策を行っている国際埠頭から出航しなければ

ならなくなったため、石巻港からの出航となったも

のです。 

 台風１８・１９号の影響で当初の予定から２日遅

れでの出航となりましたが、両校の２４人の実習生

は家族など約１００人が見送る中、約１ヶ月半の航

海へ元気に旅立って行きました。 

 なお、宮城丸は１０月２５日気仙沼港に無事帰港

しました。 
 

出航する時の様子 


